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• 2020年秋のシンポジウム
• 過去の科研費申請（学変A）のこと
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2020年秋の物理学会
最初のオンライン学会
シンポジウム
「軽中重核の電弱励
起・崩壊と宇宙物理」



学変A応募



シンポジウム提案⽂
宇宙線は宇宙を飛び交う高エネルギーの原子核であり、発生源である高エネルギー天体、伝播過程の宇宙空間、地球大気のどこで

もその原子核としての性質を無視することはできない。宇宙線研究では、実験室で測定された原子核反応断面積を内挿・外挿・

ローレンツ変換することで観測結果の解釈を進めてきた。一方、直接観測・間接観測ともに近年の宇宙線観測精度が向上し、高精

度の断面積が必要になっている。原子核物理学の最新の知見によって宇宙の理解をすすめる、または、原子核物理学の新たな課

題を宇宙物理学が提示する共同研究が始まっている。

本シンポジウムでは

1．1020eVの最高エネルギー宇宙線と宇宙背景光子との光核反応について、現状の断面積データの宇宙線物理への影響（木戸・文
献1）と最新の断面積測定計画（民井・文献2）。

2．高エネルギー宇宙線空気シャワー観測における原子核種決定の現状（藤田・文献3）と、シャワー発達モデルを改善するための
LHC加速器を利用した最新の断面積測定計画（毛受・文献4）。

3．宇宙線原子核種直接観測の最新結果と、伝播・起源解明における核破砕断面積の影響（大平・文献5）、最新の核破砕断面積測
定計画（齋藤・文献6）。

4．原子核反応理論計算の現状と展望（緒方・文献7）。

について、観測、実験と理論・モデルの立場からの講演を元に議論を深める。

近年、宇宙線の直接観測（CALET, AMS, DAMPE等）・間接観測(TA, TALE, Auger, IceCube, Tibet, LHAASO, GRAPES等)によ
る原子核種測定結果が多く報告されており、そのエネルギー依存性が明らかになってきた。これらの結果から宇宙線起源と伝播を

理解するには精密な原子核断面積が必要である。機を同じくして、PANDORA, LHCf, GSI/FRSなどの断面積測定実験が進行して
おり、最新の原子核実験と宇宙物理学の連携を議論する絶好の機会である。

聴衆は理論・実験を問わず、広く宇宙物理学・素粒子・原子核物理学の研究者をターゲットとする。


